
〈 事 業 内 容 〉

１　概要

や自然を守る標語パネルを添えて、この伝統行事を伝承しています。

○

２　令和５年度の日程
６月25日（日）

ジャンボぞうりの材料調達・下準備
（真竹、わら調達。骨組み作製。）

７月２日(日）
ジャンボぞうり及び標語パネル制作

７月16日（日）
ジャンボぞうり及び標語パネル設置
ジャンボぞうり及び標語パネル設置

９月15日（金）
撤去

３　設置場所
鞍瀬地区入り口付近（市道擁壁）

４　参加対象
中川スポーツ少年団員及び保護者
桜樹地区（主に鞍瀬地区）住民

　近年、材料のわらと骨組みに使う真竹の調
達が難しくなってきていることと、指導者の
高齢化が課題となっているため、持続可能な
実施方法を検討していきたいと思います。
（主催者）

趣旨・目的
　ジャンボサイズの「ぞうりづくり」を通じて、その文化を伝承していくとともに、地域

住民と児童及びその保護者とのつながりを深めていくことを目的とする。

対　象 地域住民及び隣接地区の児童・保護者 参加人数 35名

ホームページアドレス
https://www.city.saijo.ehime.jp/soshiki/s
yakaikyoiku/sakuragi-index.html
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連絡先（℡）

【ジャンボぞうりを制作中】

【地区の入り口に、訪れる人からよく
 見えるように吊り下げました。】

0898-73-2505

様式１ ちょっと自慢の公民館活動

市　町　名 西条市

公民館等名
西条市桜樹公民館

地区館

ポーツ少年団の児童・保護者に受け継いでいただいています。大きなぞうりに交通安全

　７月、地域の人と隣接地区のスポーツ少年団員とその保護者が協力して高さ約150cm、
横幅約80cmの大きなぞうりを制作します。後日、地域の方が地区の入り口に設置します。
　公民館のある地域には、昔から夏になると、集落の入り口に魔除けとされる大きな「ぞ
うり」を吊る風習があったそうですが、過疎化とともにその風習も忘れられていました。
平成の初め、当時の公民館長らが中心となり、鞍瀬小学校（平成13年３月閉校）の夏の
伝統行事として復活させました。現在は、隣接地区の中川小学校を中心とした、中川ス


